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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現在表示している画像と異なる画像を表示手段に表示させるための操作を受け付ける操
作手段と、
　画像を表示するための表示モードを設定する設定手段と、
　制御手段であって、
　　前記操作手段に対する所定時間以上連続した操作がなされた場合に、記録媒体に互い
に関連付けて記録された複数の画像よりなる１連の画像群のうち、代表画像でない画像を
表示せずに該代表画像を表示するように制御し、
　　前記操作手段に対する所定時間未満の前記操作がなされ、かつ、前記設定手段によっ
て、前記操作手段に対する所定時間未満の操作に応じて所定の順序で画像を切り替える特
定の表示モードに設定されていた場合に、前記所定の順序における現在表示している画像
の次の画像が前記１連の画像群の画像かどうか、および該次の画像が代表画像であるか否
かに関わらず、該次の画像を表示するように制御する制御手段と、
　を有することを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、
　　前記設定手段によって前記表示モードが前記特定の表示モードではなく代表画像表示
モードに設定されており、かつ、前記操作手段に対する所定時間未満の操作がなされた場
合、及び、前記設定手段によって前記表示モードが前記代表画像表示モードに設定されて



(2) JP 4944602 B2 2012.6.6

10

20

30

40

50

おらず、かつ、前記操作手段に対する所定時間以上連続した操作がなされた場合に、前記
記録媒体に互いに関連付けて記録された複数の画像よりなる１連の画像群のうち、代表画
像でない画像を表示せずに該代表画像を表示するように制御し、
　　前記設定手段によって前記表示モードが前記特定の表示モードに設定されており、か
つ、前記操作手段に対する所定時間未満の操作がなされた場合に、前記所定の順序におけ
る現在表示している画像の次の画像が前記１連の画像群の画像かどうか、および該次の画
像が代表画像であるか否かに関わらず、該次の画像を表示するように制御する
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　前記設定手段は、ユーザーからの操作に応じて前記表示モードを前記特定の表示モード
または前記代表画像表示モードに設定することを特徴とする請求項１または２に記載の表
示制御装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記一連の画像群が、同一の画像に対して特定の画像処理を施して得
られた処理済画像と前記特定の画像処理を施していない画像である場合、前記処理済画像
を前記一連の画像群の代表画像として表示するように制御することを特徴とする請求項１
乃至３のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項５】
　前記一連の画像群は、１回の連写撮影で得られた複数の画像、１組のブラケット撮影で
得られた複数の画像、１枚の画像に合成するために撮影された複数の画像の少なくともい
ずれかであることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の表示制御装置。 
【請求項６】
　前記記録媒体に記録する画像を撮像する撮像手段をさらに有することを特徴とする請求
項１乃至５のいずれか１項に記載の表示制御装置。
【請求項７】
　現在表示している画像と異なる画像を表示手段に表示させるための操作を受け付ける操
作手段を有する表示制御装置の制御方法であって、
　画像を表示するための表示モードを設定する設定工程と、
　前記操作手段に対する所定時間以上連続した操作がなされた場合に、記録媒体に互いに
関連付けて記録された複数の画像よりなる１連の画像群のうち、代表画像でない画像を表
示せずに該代表画像を表示するように制御する工程と、
　前記操作手段に対する所定時間未満の前記操作がなされ、かつ、前記設定手段によって
、前記操作手段に対する所定時間未満の操作に応じて所定の順序で画像を切り替える特定
の表示モードに設定されていた場合に、前記所定の順序における現在表示している画像の
次の画像が前記１連の画像群の画像かどうか、および該次の画像が代表画像であるか否か
に関わらず、該次の画像を表示するように制御する工程と、
を有することを特徴とする表示制御装置の制御方法。
【請求項８】
　コンピュータを、請求項１乃至６のいずれか1項に記載された表示制御装置の各手段と
して機能させるためのプログラム。
【請求項９】
　コンピュータを、請求項１乃至６のいずれか1項に記載された表示制御装置の各手段と
して機能させるためのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、静止画像や動画像を表示する表示制御装置及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、銀塩フィルムを用いたカメラに取って代わり、ＣＣＤ （Charge Coupled Device
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）等で構成される半導体よりなる撮像素子を用いるカメラが盛んに使用される。この種の
カメラにおいては、電子的に画像データを記録媒体に記録し、ＬＣＤ（Liquid Crystal D
isplay） のような表示装置で表示する構成を有し、所謂デジタルカメラとして市販され
ている。このようなデジタルカメラにおいて、撮影して記録媒体に記録した画像データを
、デジタルカメラに一体化された表示装置や外部に接続される画像表示装置に対して表示
することが可能に構成されている。
【０００３】
　しかしデジタルカメラには、一般的に連写と呼ばれる連続撮影機能を備え、関連する一
連の関連画像データを記録することを可能とした機種がある。このように、互いに関連す
る一連の関連画像データを記録媒体に順次記録する機能としては、以下のような技術が知
られている。まず、スティッチ撮影は、複数枚の画像データの重ね合わせを前提として関
連する一連の関連画像データの撮影を行う機能である。さらに、関連する一連の画像の撮
影で得られる一連の関連画像データに対し、ユーザの指定する画像変換処理を行うユーザ
モード撮影や、撮影条件を変更させながら同じ画像の連続撮影を行うブラケット撮影等が
ある。
【０００４】
　このように、ユーザから見て一連の撮影操作、もしくは互いに関連のある画像データで
あるとして複数枚の画像データを撮影して記録媒体に記録する場合を考える。従来は、こ
のような撮影モードで撮影し、得られた一連の関連画像データを記録媒体に記録する場合
、一連の関連画像データは、関連する画像データとしての区別を行うことなく、個別の画
像データとして記録し、再生して表示や印刷をしていた。
【０００５】
　関連する画像データとして区別して再生する従来の方法には、特許文献１に記載されて
いるように、記録媒体に記録された異なるファイルフォーマットの画像データを、ファイ
ルフォーマット毎に区別して記録媒体から読出して再生する技術が知られている。
【特許文献１】特開２０００－２７６５８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　記録媒体に記録された関連する複数枚の画像データを再生する場合を考える。従来の技
術においては、一連の撮影操作により撮影し、記録した関連画像データのみを再生する方
法や、特定の画像変換処理を施されて記録された画像変換処理済の画像データのみの再生
を行う方法は提案されていない。従って、従来より提案されていた装置では、一連の撮影
操作により撮影し、記録した関連画像データの再生用の機能としては不完全であった。ま
た、一度の撮影操作において原画像データに対して特定の画像変換処理を行い、複数枚の
画像変換処理済の画像データを生成するような撮影モードの操作を行ったとする。この場
合に、記録媒体に記録された画像変換処理済の画像データを再生時に参照する方法が提供
されていなかった。
【０００７】
　本発明では、このような問題に鑑み、一連の関連する複数枚の画像データを関連画像デ
ータとし、表示モードに応じて関連画像データのなかで代表画像データを特定して記録媒
体から表示する表示制御装置及びその制御方法の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するため、本発明に係る表示制御装置は、現在表示している画像と異
なる画像を表示手段に表示させるための操作を受け付ける操作手段と、画像を表示するた
めの表示モードを設定する設定手段と、制御手段であって、操作手段に対する所定時間以
上連続した操作がなされた場合に、記録媒体に互いに関連付けて記録された複数の画像よ
りなる１連の画像群のうち、代表画像でない画像を表示せずに代表画像を表示するように
制御し、操作手段に対する所定時間未満の操作がなされ、かつ、設定手段によって、操作
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手段に対する所定時間未満の操作に応じて所定の順序で画像を切り替える特定の表示モー
ドに設定されていた場合に、所定の順序における現在表示している画像の次の画像が１連
の画像群の画像かどうか、および次の画像が代表画像であるか否かに関わらず、次の画像
を表示するように制御する制御手段と、を有することを特徴とする。
【０００９】
　上記の目的を達成するため、本発明に係る表示制御装置の制御方法は、現在表示してい
る画像と異なる画像を表示手段に表示させるための操作を受け付ける操作手段を有する表
示制御装置の制御方法であって、画像を表示するための表示モードを設定する設定工程と
、操作手段に対する所定時間以上連続した操作がなされた場合に、記録媒体に互いに関連
付けて記録された複数の画像よりなる１連の画像群のうち、代表画像でない画像を表示せ
ずに代表画像を表示するように制御する工程と、操作手段に対する所定時間未満の操作が
なされ、かつ、設定手段によって、操作手段に対する所定時間未満の操作に応じて所定の
順序で画像を切り替える特定の表示モードに設定されていた場合に、所定の順序における
現在表示している画像の次の画像が１連の画像群の画像かどうか、および次の画像が代表
画像であるか否かに関わらず、次の画像を表示するように制御する工程と、を有すること
を特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、一連の関連する複数枚の画像データを関連画像データとし、表示モー
ドに応じて関連画像データのなかで代表画像データを特定して記録媒体から表示すること
が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　＜実施形態１＞
　以下、添付した図面を参照し、本発明の第１の実施形態に係る画像処理装置を説明する
。図１は、本発明の実施形態に係る画像処理装置の機能的な構成を示すブロック図である
。図１において、１００はたとえばデジタルカメラ等の画像処理装置である。１０は撮影
レンズ、１２は絞り機能を備えるシャッタ、１４は光学被写体像を電気信号に変換する、
たとえばＣＣＤ （Charge Coupled Device） 等で構成される撮像素子である。さらに１
６は、撮像素子１４から出力される光学被写体像に対応するアナログの画像信号をディジ
タルの画像データに変換するＡ／Ｄ （Analog to Digital） 変換器である。
【００１２】
　１８は、撮像素子１４、Ａ／Ｄ変換器１６、および、あとで説明されるＤ／Ａ （Digit
al to Analog） 変換器２６に、各種のクロック信号や制御信号を供給するタイミング発
生回路である。これらの回路は、メモリ制御回路２２およびシステム制御回路５０により
制御される。
【００１３】
　２０は、画像変換処理回路であって、Ａ／Ｄ変換器１６からの画像データ、或いはメモ
リ制御回路２２からの画像データに対し、画素補間処理や色変換処理等の特定の画像変換
処理を行う。また、画像変換処理回路２０においては、撮影して得られた画像データを用
いて、露光制御や焦点制御のために所定の演算処理を行う。そして、得られた演算結果に
基づいて、システム制御回路５０が合焦点制御回路４２に対して制御を行う、所謂ＴＴＬ
（Through The Lens） 方式のＡＦ（オートフォーカス）処理や露光制御回路４０に対し
て露光制御を行う。さらに、システム制御回路５０は、ＡＥ（自動露出制御）処理やＥＦ
（フラッシュプリ発光）処理等も行う。また画像変換処理回路２０においては、得られた
演算結果に基づいて、ＴＴＬ方式のＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理を行う。
【００１４】
　メモリ制御回路２２は、Ａ／Ｄ変換器１６、タイミング発生回路１８、画像変換処理回
路２０、画像表示メモリ２４、Ｄ／Ａ変換器２６、メモリ３０および圧縮伸長回路３２を
制御する。
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【００１５】
　Ａ／Ｄ変換器１６よりの画像データが画像変換処理回路２０およびメモリ制御回路２２
を介して、或いはＡ／Ｄ変換器１６から出力される画像データが、直接メモリ制御回路２
２を介して画像表示メモリ２４出力され、或いはメモリ３０に書き込まれる。
【００１６】
　２８は、例えばＴＦＴ-ＬＣＤ（Thin Film Transistor-Liquid Crystal Display） 等
から成る画像表示部である。画像表示メモリ２４に書き込まれた表示用の画像データは、
Ｄ／Ａ変換器２６を介して画像表示部２８に出力され、表示される。画像表示部２８を用
いて、撮像素子１４で撮影している画像データをそのまま表示すれば、所謂電子ビューフ
ァインダ機能を実現することが可能である。
【００１７】
　また画像表示部２８は、システム制御回路５０からの指示により任意に表示をＯＮまた
はＯＦＦすることが可能であり、表示をＯＦＦにした場合には、画像表示部２８の備える
バックライトを消灯することになる。これにより、画像処理装置１００全体の電力消費を
大幅に低減することが出来る。
【００１８】
　さらに画像表示部２８は、回転可能なヒンジ部によって画像処理装置１００の本体と結
合されている。したがって、画像表示部２８は、自由に向きや角度を設定して電子ビュー
ファインダ機能、再生表示機能や、画像処理装置１００のモード表示や状態表示など、各
種の表示の為に使用することが可能である。
【００１９】
　さらに画像表示部２８の表示画面部分は、画像処理装置１００の本体の側面に向けて閉
じることが可能であり、この場合は画像表示部開閉検知回路１０６により、閉状態を検知
し、画像表示部２８の表示動作をＯＦＦすることが出来る。
【００２０】
　メモリ３０は、撮影した静止画像データや動画像データを格納するためのメモリであり
、所定の撮影枚数の静止画像データや所定の撮影時間の動画像データを格納するのに十分
な記憶容量を備えている。また、複数枚の静止画像データを連続して撮影する連写撮影や
スティッチ撮影等の場合にも、高速にかつ大量の画像データの書き込みを、メモリ３０に
対して行うことが可能となる。また、メモリ３０は、システム制御回路５０の作業領域と
しても使用することが可能である。
【００２１】
　圧縮伸長回路３２は、適応離散コサイン変換（ＡＤＣＴ:Adaptive Discrete Cosine Tr
ansform）等により画像データを圧縮または伸長する回路である。そしてメモリ３０に格
納された画像データを読み込んで圧縮処理、或いは伸長処理を行い、処理を終えた画像デ
ータを再度メモリ３０に書き込む機能を備える。３３は画像変換処理回路であって、画像
データを変更する機能を備える。
【００２２】
　また露光制御回路４０は、絞り機能を備えるシャッタ１２を制御する回路であり、フラ
ッシュ装置４８と連携することによりフラッシュ調光機能も備える。合焦点制御回路４２
は、撮影レンズ１０のフォーカシングを制御する。
【００２３】
　露光制御回路４０および合焦点制御回路４２はＴＴＬ方式を用いて制御され、撮影した
画像データを画像変換処理回路２０によって演算した演算結果に基づき、システム制御回
路５０が露光制御回路４０および合焦点制御回路４２に対してそれぞれの制御を行う。４
４は撮影レンズ１０のズーミングを制御するズーム制御回路、４６は保護装置１０２の動
作を制御する保護装置制御回路である。
【００２４】
　５２は、システム制御回路５０の動作に必要な定数、変数、プログラム等を記憶するメ
モリであり、システム制御回路５０は、これらを使用して画像処理装置１００全体を制御
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する。
【００２５】
　５４は、システム制御回路５０の各種の制御プログラムの実行に応じて、文字、画像、
音声等で動作状態やメッセージ等を表示するＬＣＤ等やスピーカー等を備える表示部であ
る。これらは、画像処理装置１００のユーザが視認し易い位置に、１個所或いは複数個所
設置され、例えばＬＣＤやＬＥＤ（Light Emitting Diode）、発音素子等の組み合わせに
より構成されている。また表示部５４は、その一部の機能が光学ビューファインダ１０４
内に設置される。
【００２６】
　表示部５４の表示内容のうち、ＬＣＤ等に表示するものとしては、シングルショット/
連写撮影表示、セルフタイマー表示、画像圧縮率表示、記録画素数表示、記録枚数表示、
撮影可能枚数表示、シャッタスピード表示等がある。また、絞り値表示、露出補正表示、
フラッシュ表示、赤目緩和表示、マクロ撮影表示、ブザー設定表示、時計用電池残量表示
、電池残量表示等も表示される。
【００２７】
　さらに各種のエラー表示、複数桁の数字による情報表示、記録再生部２０２に装着され
る記録媒体２００の着脱状態表示、通信Ｉ／Ｆ（インタフェース） 動作表示、日付け・
時刻表示等も行われる。また表示部５４の表示内容のうち、光学ビューファインダ１０４
内に表示するものとしては、合焦点表示、手振れ警告表示、フラッシュ充電表示、シャッ
タスピード表示、絞り値表示、露出補正表示等がある。
【００２８】
　５６は、電気的に消去および記録が可能な不揮発性メモリであり、例えばＥＥＰＲＯＭ
 （Electrically Erasable Programmable Read Only Memory） 等が用いられる。さらに
、６０、６２、６４、６６、６８および７０は、システム制御回路５０の各種の動作の指
示を入力するための操作ユニットである。これらは、スイッチ、ダイアル、タッチパネル
、視線検知によるポインティングデバイスや、音声認識装置等の単数或いは複数の組み合
わせで構成される。
【００２９】
　次に、これらの操作ユニットの具体的な説明を行う。６０はモードダイアルで、回動さ
せることで各種の設定を行う。すなわち回動操作により、電源オフ、自動撮影モード、撮
影モード、パノラマ撮影モード、再生モード、マルチ画面再生・消去モード、ＰＣ （パ
ーソナルコンピュータ） 接続モード等の各機能モードを切り替えて設定することが出来
る。
【００３０】
　６２はシャッタスイッチで、不図示のシャッタボタンの途中までの押し下げ、すなわち
半押し下げ状態でＯＮとなり、信号ＳＷ１を出力する。そして信号ＳＷ１の出力で、オー
トフォーカス （ＡＦ） 処理、自動露出（ＡＥ）処理、オートホワイトバランス（ＡＷＢ
）処理、フラッシュプリ発光（ＥＦ） 処理等の各機能の動作の開始を指示する。
【００３１】
　ＡＦ処理を行った場合には、鏡筒内のレンズが合焦点位置に移動する。またＥＦ処理に
よってフラッシュの発光が指示されたとき、フラッシュがポップアップされていない場合
は、システム制御回路５０は、フラッシュ装置４８に対してポップアップ動作を指示する
。すると、フラッシュ装置４８はフラッシュのポップアップ動作を行う。このフラッシュ
のポップアップ動作により、画像処理装置１００に対して力が働き、その結果、画像処理
装置１００が振動する可能性がある。
【００３２】
　そのため、システム制御回路５０は、フラッシュのポップアップ動作を行う前にズーム
制御回路４４に対し、画像処理装置１００の振動によって撮影レンズ１０がずれないよう
に、撮影レンズ１０の位置を調整する指示を出す。その調整後に、フラッシュ装置４８に
対してフラッシュのポップアップ動作を行うように指示する。またシステム制御回路５０
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は、ズーム制御回路４４に対し、フラッシュのポップアップ動作が終了した後、調整によ
り移動した分だけレンズ１０を元に戻す指示を行う。
【００３３】
　またシャッタスイッチ６２は、不図示の前記のシャッタボタンの押し下げ完了位置でＯ
Ｎとなって信号ＳＷ２を出力する。この信号ＳＷ２の出力により、撮像素子１４から読み
出した信号、すなわち画像データをＡ／Ｄ変換器１６、メモリ制御回路２２を介してメモ
リ３０に書き込む。そして画像変換処理回路２０やメモリ制御回路２２での演算を用いた
現像処理を行う。さらに画像変換処理回路３３での変換処理や、メモリ３０から画像デー
タを読み出し、圧縮伸長回路３２で圧縮を行い、記録媒体２００に画像データを書き込む
記録処理という一連の処理の動作の開始を指示する。
【００３４】
　６６は、画像表示のＯＮ／ＯＦＦスイッチで、画像表示部２８のＯＮまたはＯＦＦを設
定することが出来る。この機能により、光学ビューファインダ１０４を用いて撮影を行う
際に、ＴＦＴ-ＬＣＤ等から成る画像表示部２８のバックライトへの電流供給を遮断する
ことができ、省電力を図ることが可能となる。
【００３５】
　６８は、単写/連写スイッチである。たとえばシャッタスイッチ６２を押し下げて信号
ＳＷ２を出力した場合、２つのモードがある。すなわち、１つの画像データの撮影を行っ
て待機状態とする単写モードと、シャッタスイッチ６２を押し下げ続けて信号ＳＷ２を出
力している間は連続して撮影を行い続ける連写モードとを設定することが出来る。
【００３６】
　７０は、各種ボタンやタッチパネル等からなる操作部で、メニューボタン、セットボタ
ン、マクロボタン、マルチ画面再生改ページボタン、フラッシュ設定ボタン、セルフタイ
マー切り替えボタン等を含む。
【００３７】
　また、メニュー移動＋（プラス）ボタン、メニュー移動－（マイナス）ボタン、再生画
像移動＋（プラス）ボタン、再生画像移動－（マイナス）ボタン、撮影画質選択ボタン、
露出補正ボタン、日付/時間設定ボタン、パノラマモード設定ボタン等を有する。さらに
撮影動作および再生動作を実行する際に各種機能の選択および切り替えを設定する選択/
切り替えボタンも含む。さらに、パノラマモード等の撮影および再生を実行する際に各種
機能の決定および実行を設定する決定/実行ボタン、画像表示部２８のＯＮおよびＯＦＦ
を設定する画像表示ＯＮ／ＯＦＦスイッチを含む。
【００３８】
　また、撮影直後に撮影した画像データを自動再生するクイックレビュー機能を設定する
クイックレビューＯＮ／ＯＦＦスイッチも含む。さらには、ＪＰＥＧ圧縮の圧縮率を選択
するため、或いは撮像素子１４の信号をそのままディジタル化して記録媒体２００に記録
するＣＣＤ－ＲＡＷモードを選択するためのスイッチである圧縮モードスイッチを含む。
また、再生モード、一連の関連画像データの表示モード、マルチ画面再生・消去モード、
ＰＣ接続モード等の各機能モードを設定することが出来る再生モードスイッチを含む。ま
た、撮影モード状態において、撮影した画像をメモリ３０或いは記録媒体２００から読み
出して画像表示部２８によって表示する再生の動作の開始を指示する再生スイッチ等も含
まれる。
【００３９】
　８０は電源制御回路で、電池残量検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロック
を切り替えるスイッチ回路等により構成されている。そして、電池の装着の有無、装着さ
れた電池の種類および電池残量の検出等を行う。そして、その検出結果およびシステム制
御回路５０からの指示に基づいて内蔵されているＤＣ－ＤＣコンバータを制御し、必要な
電圧を必要な期間、各部へ供給する。
【００４０】
　８２、８４はコネクタ、８６はアルカリ電池やリチウム電池等の一次電池やＮｉＣｄ電
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池やＮＩＭＨ電池、Ｌｉ電池等の二次電池、ＡＣアダプタ等からなる電源である。９０は
メモリカードやハードディスク等の記録媒体２００とのインタフェース、９２はメモリカ
ードやハードディスク等の記録媒体２００と接続を行うコネクタである。９８はコネクタ
９２に記録媒体２００が装着されているか否かを検知する記録媒体検知回路である。
【００４１】
　なお、本実施形態に係る画像処理装置では、記録媒体２００を取り付けるインタフェー
スおよびコネクタを２系統持つものとして説明している。もちろん、記録媒体２００を取
り付けるインタフェースおよびコネクタは、単数、或いは複数など任意の系統数を備える
構成としても構わない。また異なる規格のインタフェースおよびコネクタを組み合わせて
備える構成としても構わない。
【００４２】
　インタフェースおよびコネクタとしては、ＰＣＭＣＩＡカードや各種のメモリカード等
の規格に準拠したものを用いて構成して構わない。さらに、インタフェース９０、そして
コネクタ９２をＰＣＭＣＩＡカードや各種のメモリカード等の規格に準拠したものを用い
て構成できる。この場合、ＬＡＮカードやモデムカード、ＵＳＢカード、ＩＥＥＥ１３９
４カード、Ｐ１２８４カード、ＳＣＳＩカード、ＰＨＳ等の通信カード等の各種通信カー
ドを接続する。そして他のコンピュータやプリンタ等の周辺機器との間で画像データや画
像データに付属した管理情報を転送し合うことが可能となる。
【００４３】
　保護装置１０２は、画像処理装置１００のレンズ１０を含む撮像部分を覆う事により、
撮像部分の汚れや破損を防止する。光学ビューファインダ１０４は、画像表示部２８によ
る電子ビューファインダ機能を使用すること無しに、光学ビューファインダ１０４のみを
用いて撮影を行うことが可能である。また、光学ビューファインダ１０４内には、表示部
５４の一部の機能、例えば、合焦表示、手振れ警告表示、フラッシュ充電表示、シャッタ
スピード表示、絞り値表示、露出補正表示等が設置されている。
【００４４】
　画像表示部開閉検知回路１０６は、回動が可能に構成された画像表示部２８が、画像表
示部２８の表示部分を画像処理装置１００の本体側面に向けて格納した格納状態にあるか
否かを検知することが出来る。ここで、画像表示部２８が格納状態にあると検知したなら
ば、画像表示部２８の表示動作を停止して不要な電力消費を阻止することが可能である。
【００４５】
　１１０は通信回路で、ＲＳ２３２ＣやＵＳＢ、ＩＥＥＥ１３９４、Ｐ１２８４、ＳＣＳ
Ｉ、モデム、ＬＡＮ、無線通信等の各種通信機能を有する。１１２は、通信回路１１０に
より画像処理装置１００を他の機器と接続するコネクタ、或いは無線通信の場合はアンテ
ナである。記録媒体２００はメモリカードやハードディスク等が使用可能である。記録媒
体２００のために、半導体メモリや磁気ディスク等から構成される記録再生部２０２、画
像処理装置１００とのインタフェース２０４、画像処理装置１００と接続を行うコネクタ
２０６が備えられる。
【００４６】
　またシステム制御回路５０には、マイク１１４がＡ／Ｄ変換器１１６に接続されると共
に、スピーカー１１８がＤ／Ａ変換器１２０を介して接続されている。
【００４７】
　図２は、本発明の実施形態１に係る画像処理装置の動作を説明するフローチャートであ
る。以下、図２を参照して、図１に示した本発明の実施形態１に係る画像処理装置の動作
の説明を行う。画像処理装置１００全体の動作と共に、実施形態１に係る画像処理装置の
動作に関しても、システム制御回路５０により制御される。
【００４８】
　処理の開始後ステップＳ２００１の判断において、モードダイアル６０の設定で撮影モ
ードが選択されている場合はステップＳ２００２へ進み、再生モードが選択されている場
合はステップＳ２１０１に進む。
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【００４９】
　ステップＳ２００１で撮影モードが選択されたと判断された場合はステップＳ２００２
に進み、ユーザにより操作部７０の操作で特定の画像処理の指定がされているか否かが判
断される。ここで、モードとして、特定の画像処理の指定がされている場合はステップＳ
２００３に進み、画像処理フラグを立てたあとステップＳ２００４に進む。したがってこ
の場合には、画像処理フラグが付加する情報として画像データに付加され、所定の処理を
して撮影が実行される。しかし、ステップＳ２００２で画像処理が指定されていない場合
はそのままステップＳ２００４に進み、画像フラグなし、すなわち付加するモードの情報
なしに画像撮影処理を実行する。本発明の実施形態１の画像処理装置においては、画像撮
影処理は様々な形態で実現され得る。
【００５０】
　ステップＳ２００４の画像撮影処理の実行の結果、撮影されて得られた画像データは、
一時的にメモリ３０に記録される。メモリ３０に記録された画像データは、任意の圧縮処
理や、もし画像処理フラグが立っている場合は、指定された画像変換処理などが行われた
後にステップＳ２００５に進み、記録媒体２００に記録される。このステップＳ２００５
の画像記録処理の詳細な説明は後述する。
【００５１】
　次に、ステップＳ２００５で画像データを記録再生部２０２で記録媒体２００に記録し
た後、ステップＳ２００６に進む。ステップＳ２００６においては、システムの終了が選
択されている場合は終了し、システムの終了が選択されていないと判断された場合はステ
ップＳ２００１に戻り、ステップＳ２００１からの処理を再度行うことになる。
【００５２】
　この場合、ステップＳ２００１において、今度は再生モードが選択されていると判断さ
れたとするとステップＳ２１０１に進み、記録媒体２００に格納されている画像データを
再生する画像再生処理を行う。ステップＳ２１０１における画像再生処理の具体的な説明
は後述する。
【００５３】
　次に、図１および図３を参照して、図２に示すステップＳ２００５の画像記録処理を説
明する。システム制御回路５０の制御に従い画像記録処理は進められるが、図２のステッ
プＳ２００３において画像処理フラグが立てらたとする。するとこの場合、ステップＳ３
００１において画像データに付加されたモードの情報として、画像処理フラグがＯＮであ
ることが判断される。したがってその場合には、特定の画像処理が指定されているとして
ステップＳ３００２に進む。しかし、もし、ステップＳ３００１で画像処理フラグがＯＮ
とされていないと判断されればステップＳ３１０１に進む。
【００５４】
　ステップＳ３１０１においては、圧縮伸長回路３２を利用して、メモリ３０から読み出
した画像データを、付加されているモードの情報で指定された圧縮率で圧縮して再びメモ
リ３０の空き領域に記録する。次に、ステップＳ３１０２に進み、処理中の画像データが
一連の関連画像データの一部かどうかを判断する。この判断は、単写/連写スイッチ６８
や、スティッチ撮影、ブラケット撮影等を指定する操作部７０での設定で判断される。
【００５５】
　もし、処理中の画像データが一連の関連画像データの一部であれば、ステップＳ３１０
３に進む。そして、メモリ３０に保存されている圧縮された画像データに一連の関連画像
データの一部である旨の関連画像タグを、モードの情報として付加した後にステップＳ３
１０４に進む。しかし、もし処理中の画像データが一連の関連画像データの一部ではない
場合は、関連画像タグを付加することなしにステップＳ３１０４に進む。ステップＳ３１
０４においては、メモリ３０に記録された圧縮画像データを記録再生部２０２で記録媒体
２００に記録し、一連の処理を終了する。この場合、ステップＳ３１０４での記録の際に
、図示しないＬＥＤや画像表示部２８を利用して記録中である旨を表示してもよい。
【００５６】
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　次に、ステップＳ３００１で画像処理フラグがＯＮであることが判断されると、ステッ
プＳ３００２に進み、原画像データを記録媒体２００へ記録する。そのために、まず、メ
モリ３０に保存されている撮影した画像データを読出し、指定された圧縮率で圧縮し、再
びメモリ３０の空き領域に記録する。次にステップＳ３００３において、メモリ３０に保
存された圧縮画像データに一連の関連画像データの一部である旨の関連画像タグを付加し
てステップＳ３００４に進む。その後、関連画像タグの付加された圧縮画像データを関連
画像タグ付原画像データとして記録媒体２００に記録する。ステップＳ３００４での記録
の際に、図示しないＬＥＤや画像表示部２８を利用して記録中である旨を表示してもよい
。
【００５７】
　次に、同じ画像データに対して画像変換処理を施して記録媒体２００に記録するために
は以下の処理を行う。すなわち、まず、ステップＳ３００５において再びメモリ３０に記
録されている撮影した画像データを読出し、画像変換処理回路３３を利用して指定された
画像変換処理を行い、画像処理済の画像データとしてメモリ３０の空き領域に再び記録す
る。これらは、画像データに付加されたモードの情報にしたがって実行される。次に、ス
テップＳ３００６において、メモリ３０に保存された画像処理済の画像データを読出し、
指定された圧縮率で圧縮して、再びメモリ３０の空き領域に記録する。
【００５８】
　さらにステップＳ３００７で、メモリ３０に保存された圧縮画像データに一連の関連画
像データの一部である旨の関連画像タグをモードの情報として付加する。そしてモードの
情報である関連画像タグ付画像処理済の画像データをステップＳ３００８で記録媒体２０
０に記録し、一連の処理を終了する。この関連画像タグにはパラメータとしてステップＳ
３００６において実施したスイッチカラー、ワンポイントカラー、赤目補正など画像に施
した画像変換処理の種類を示す情報を含む。また、ステップＳ３００８での記録の際に、
図示しないＬＥＤや画像表示部２８を利用して記録中である旨を表示してもよい。
【００５９】
　このように関連画像タグ付原画像データを記録再生部２０２で記録媒体２００に記録す
るとともに、画像変換を施したモードの情報である関連画像タグ付の画像処理済の画像デ
ータの保存を行うことができる。
【００６０】
　次に、図１および図４を用いて、図２に示すステップＳ２１０１の画像再生処理を説明
する。システム制御回路５０は、記録媒体２００に保存されている各種の画像データを取
り出して画像データの再生を行う。その際、ステップＳ４００１で、記録媒体２００に記
録された画像データがないと判断すると、画像データの再生は行わずに再生処理を終了す
る。その際に画像表示部２８に対して画像データが存在しない旨の表示を行ってもよい。
記録媒体２００に記録された画像データが存在する場合はステップＳ４１００に進む。
【００６１】
　ステップＳ４１００では、操作部７０に含まれるダイアルの回転操作や、画像送りキー
の連続押しなどの操作によって、画像データの表示モードが画像早送りモードであると判
断された場合は、ステップＳ４１０３に進む。しかし、画像早送りモードであると判断さ
れない場合はステップＳ４１０１に進む。ステップＳ４１０３の代表画像データの選択処
理の詳細については後述する。
【００６２】
　ステップＳ４１０１では、画像処理装置１００が、一連の関連画像データの表示モード
がＯＮとなっているかを確認する。一連の関連画像データの表示モードがＯＮである場合
はステップＳ４１０３の代表画像データの選択処理に進み、一連の関連画像データの代表
画像データを表示画像データとして選択し、ステップＳ４１０４に進む。
【００６３】
　ステップＳ４１０４では、操作部７０でのキー操作によって指定された画像の表示モー
ドが複数枚の画像表示モードであるかどうかを判断する。複数枚の画像表示モードではな
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いと判断した場合は、ステップＳ４００３に進む。複数枚の画像表示モードであると判定
された場合は、ステップＳ４１０５に進み、複数枚の画像の選択が全て終了しているかを
判定する。選択が全て終了している場合には、ステップＳ４００３に進む。終了していな
い場合は、ステップＳ４１０３に戻り、再度代表画像データの選択処理を行う。
【００６４】
　ステップＳ４１０１で、操作部７０でのキー操作によって指定された一連の関連画像デ
ータの表示モードがＯＦＦであれば、ステップＳ４１０２に進む。そして、記録媒体２０
０に記録されている画像データのなかで最も最近に保存した画像データを記録再生部２０
２で再生し、表示画像データとして選択する。
【００６５】
　その後、ステップＳ４００３に進み、ステップＳ４００３の画像表示処理において、ス
テップＳ４１０２またはステップＳ４１０３において選択された画像データを画像表示部
２８で表示する。ステップＳ４００３における画像表示処理の具体的な説明は後述する。
【００６６】
　次に、ステップＳ４００４においてシステム制御回路５０は、操作部７０からの入力、
またはタイマ５８からの入力などを監視する。もし、一連の関連画像データの表示モード
のトグル動作が選択された場合はステップＳ４００５へ進む。一方入力が次の画像データ
の表示要求であった場合はステップＳ４００６へ進み、また入力が再生の終了の要求であ
った場合は画像データの再生処理を終了することになる。
【００６７】
　ステップＳ４００４において、一連の関連画像データの表示モードのトグル動作が選択
された場合、ステップＳ４００５において一連の関連画像データの選択モードのトグル動
作（現在の設定がＯＮであればＯＦＦに、ＯＦＦであればＯＮに）の設定を行う。そして
、ステップＳ４００４に戻り入力待ちとなる。
【００６８】
　ここで、ステップＳ４００４における入力は、操作部７０において一連の画像の表示用
専用操作部材、再生モードボタンの２度押しなどが考えられる。さらに、次の画像を表示
するための画像送りボタンと同一の操作部材が長押しされることがトグル動作の入力かつ
、次の画像表示要求と指定されるような方法も考えられる。また、タイマ５８から一定時
間が経過した旨の入力を受け、その入力を次の画像表示要求として受けつける方法も考え
られる。以上説明したいずれの方法も本発明の実施形態として適用が可能である。
【００６９】
　ステップＳ４００４における入力が、次の画像データの表示要求であった場合は、ステ
ップＳ４００６に進み、現在表示されている画像データが最後の画像データである場合（
ステップＳ４００６）は、ステップＳ４００４にもどる。現在の表示画像データが最後の
画像データでない場合（ステップＳ４００６）は、ステップＳ４００７に進む。
【００７０】
　ステップＳ４００７において一連の関連画像データを表示するモードがＯＮであると判
定された場合は、ステップＳ４００９に進み次の代表画像データが保存されている画像デ
ータを表示画像データとして選択する。代表画像データの選択処理の詳細については後述
する。
【００７１】
　ステップＳ４００７で、一連の関連画像データを表示するモードがＯＦＦである判断し
た場合は、ステップＳ４００８に進み、次の画像データを表示画像データとして選択する
。この次の画像データの選択は、画像データの作成日時の昇順、降順やファイル名の昇順
、降順によって選択されが、いずれの方法による選択でも問題はない。
【００７２】
　ステップＳ４００８、ステップＳ４００９における代表画像データの選択処理後、ステ
ップＳ４０１０に進み、次の画像データの画像表示処理を行う。ステップＳ４０１０にお
ける画像表示処理の具体的な説明は次に説明する。
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【００７３】
　図５は、図４におけるステップＳ４００３、ステップＳ４０１０における画像表示処理
を示した図である。処理の開始後、ステップＳ５００１においてシステム制御回路５０は
、記録媒体２００に保存されている画像データを、記録媒体２００よりメモリ３０の空き
領域に読み出して、画像表示用の形式に変換する。
【００７４】
　ステップＳ５１００においては、選択された全ての画像を読み出して画像表示用の形式
に変換したか判定する。ステップＳ５１００の判断で、全ての画像データの読み出しが終
了したと判断されればステップＳ５００２に進み、終了していないと判断されればステッ
プＳ５００１に戻り画像データの読み出し、表示用の形式への変換を行う。ステップＳ５
００２において、外部出力コネクタ２７にケーブルが挿入されていると判断した場合は、
ステップＳ５００４に進み、ケーブルが挿入されていないと判断された場合は、ステップ
Ｓ５００３に進み、処理を終了する。
【００７５】
　ステップＳ５００３では、ステップＳ５００１においてメモリ３０の所定領域に書き込
まれた画像データを読み出して、画像表示メモリ２４に転送し、画像表示部２８において
画像の表示を行う。
【００７６】
　ステップＳ５００４では、ステップＳ５００１においてメモリ３０の所定領域に書き込
まれた画像データを読み出して、画像表示メモリ２４に転送し、外部出力コネクタ２７に
対して画像データの出力を行う。
【００７７】
　図６は、図４における代表画像データの選択処理の詳細を示した図である。システム制
御回路５０は、ステップＳ６００１においてメモリ３０の空き領域に一連の関連画像デー
タの数をカウントするためのカウンタｎを確保し、０（ゼロ）で初期化を行う。ステップ
Ｓ６１０１において、記録媒体２００に保存されている画像データを記録再生部２０２で
読み出し、ステップＳ６１０２において読み出した画像データが一連の関連画像データで
あるか否かを判定する。この判定は、画像データに付加されたモードの情報をみて判断さ
れる。読み出した画像データが、一連の関連画像データであると判定した場合は、ステッ
プＳ６１０３に進み、読み出した画像データのパラメータをメモリ３０の空き領域に記憶
する。読み出した画像データが、一連の関連画像データでないと判定した場合は、ステッ
プＳ６２０１に進む。
【００７８】
　ステップＳ６１０４において、一連の関連画像データのカウンタｎをインクリメントし
、ステップＳ６１０１に戻る。ステップＳ６２０１において、一連の関連画像データのカ
ウンタｎが０（ゼロ）であるか否かを判定する。カウンタｎが０（ゼロ）である場合はス
テップＳ６２０３に進み、カウンタｎが０（ゼロ）でない場合はステップＳ６２０２に進
む。
【００７９】
　ステップＳ６２０２では、ステップＳ６１０３でメモリ３０に記憶した画像データのパ
ラメータをみて代表画像データを選択する。パラメータには、画像データの保存日時、画
像データの露出値、画像データのフォーカス値、スイッチカラー、ワンポイントカラーな
どの画像変換処理の種類などが含まれる。代表画像データの選択は、その画像データが含
まれる一連の関連画像データのグループによって行われる。
【００８０】
　例えば、撮影時に画像変換処理を行い、撮影した画像データと異なる画像データを撮影
時に生成し、撮影した画像データと、画像変換処理を行った画像データの２つの画像デー
タを撮影時に保存するような撮影の場合を考える。その場合には、画像変換処理を実施し
た画像データを代表画像データとして選択する。
【００８１】
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　また、連写など連続して撮影した画像データ群によって構成される一連の関連画像デー
タである場合は、記録された日時が最も古い画像データが、代表画像データとして選択さ
れる場合がある。または、ＡＥＢやＡＦＢなどのブランケット撮影を通じて生成された一
連の関連画像データは、それらの露出値や、フォーカス値の中心の近傍に近い値を持つ画
像データが代表画像データとして選択される場合もあり得る。
【００８２】
　さらに、スティッチ撮影などにおいて画像合成に用いるような一連の関連画像データに
おいては、時間的に最も早く保存された画像データが代表画像データとして選択される。
これらは、代表画像データの選択方法の実施形態の１例にすぎない。
【００８３】
　本発明の実施形態１に係る画像処理装置によれば、関連する一連の関連画像データにタ
グを付加して撮影することで記録再生することが可能となる。さらに関連画像データのな
かから代表画像データを特定し、再生時や印刷時に関連する一連の関連画像データの特徴
を生かした再生や、印刷を行うことが可能となる。
【００８４】
　＜実施形態２＞
　以下、図面を参照して本発明の第２の実施形態に係る画像処理装置を説明する。本発明
の実施形態１の説明で使用した図２を再び使用して、実施形態２の画像処理装置の動作を
説明する。すなわち、図２は、本発明の実施形態２に係る画像処理装置の基本的な動作を
説明するフローチャートとしても使われる。
【００８５】
　実施形態２に係る画像処理装置においても、システム制御回路５０は、処理の開始後ス
テップＳ２００１において撮影モードが選択されている場合はステップＳ２００２へ進み
、再生モードが選択されている場合はステップＳ２１０１に進む。
【００８６】
　撮影モードが選択されている場合であって、ステップＳ２００２において画像処理の指
定がされている場合はステップＳ２００３に進み、画像処理フラグを立てステップＳ２０
０４に進む。
【００８７】
　画像変換処理が指定されていない場合は、ステップＳ２００４に進み、画像の撮影処理
を行う。本発明において画像撮影処理は様々な形態で実現されうるが、いずれの方法にお
いても問題はない。
【００８８】
　画像撮影処理ステップＳ２００４において撮影された画像は、メモリ３０に記録される
。メモリ３０に記録された画像は、任意の圧縮処理、画像処理フラグがたっている場合は
画像変換などが行われ、記録再生部２０２で記録媒体２００に記録される（ステップＳ２
００５）。画像記録処理における詳細は、図７を利用して後述する。
【００８９】
　ステップＳ２００６においてシステムの終了が選択されている場合は終了し、システム
の終了が選択されていない場合はステップＳ２００１に戻って処理を継続する。ステップ
Ｓ２００１において再生が選択されている場合はステップＳ２１０１に進み、記録媒体２
００に格納されている画像の画像再生処理を行う。ステップＳ２１０１における画像再生
処理の具体的な説明は、実施形態１で前途した通りである。
【００９０】
　図１および図７を用いて、実施形態２における図２のステップＳ２００５の画像記録処
理を説明する。
【００９１】
　システム制御回路５０は、図２のステップＳ２００３において画像処理フラグがオンと
されていたら、ステップＳ７００１において画像処理が指定されていると判断し、ステッ
プＳ７００２に進む。しかし、画像処理フラグがオンとされていない場合はステップＳ７
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１０２に進む。
【００９２】
　ステップＳ７１０１において、圧縮伸長回路３２を利用してメモリ３０に保存されてい
る撮影した画像データを読み出して指定された圧縮率で圧縮し、再びメモリ３０の空き領
域に記録する。処理中の画像データが一連の関連画像データの一部であれば（ステップＳ
７１０２）、ステップＳ７１０３に進み、さらに代表画像データであるか否かを判定する
。
【００９３】
　ここで代表画像であるかどうかは、一連の画像データの生成方法によって異なる。例え
ば、撮影時に画像変換処理を行い、撮影した画像データと異なる画像データを撮影時に生
成し、撮影した画像データと、画像変換処理を行った画像データの２つの画像データを撮
影時に保存するような撮影の場合を考える。この場合は、画像変換処理を施すことを目的
とし、元の撮影した画像データは、画像変換を施さない画像データの確認用として保存し
ている。そのため、画像変換処理を実施した画像データを代表画像データとする。
【００９４】
　また、連写など連続して撮影した画像データ群によって構成される一連の関連画像デー
タである場合を考える。すなわち、記録された日時が最も古い画像データが代表画像デー
タとして選択される場合がある。さらに、ＡＥＢやＡＦＢなどのブランケット撮影を通じ
て生成された一連の関連画像データは、それらの露出値やフォーカス値の設定値の中心近
傍に近い値を持つ画像データを代表画像データとする場合がある。これにより、前後の設
定値の結果を代表画像データからある程度予測することが可能となる。
【００９５】
　さらに、スティッチ撮影などにおいて画像合成に用いるような一連の関連画像データに
おいては、時間的に最も古く（最初に）保存された画像データを代表画像データとする。
なお、これらは、代表画像データの選択方法の実施形態の一例にすぎない。
【００９６】
　代表画像データである場合はステップＳ７１０４に進み、メモリ３０に保存されている
圧縮された画像データに代表画像データである旨のタグを付加する。代表画像データでな
いないと判定（ステップＳ７１０２）された場合は、ステップＳ７１０５に進む。ステッ
プＳ７１０５において、メモリ３０に記録された圧縮画像を記録媒体２００に記録する。
ステップＳ７１０５での記録の際に、図示しないＬＥＤや画像表示部２８を利用して記録
中である旨を表示しても問題ない。
【００９７】
　次に、システム制御回路５０は、ステップＳ７００２において、メモリ３０に保存され
ている撮影した画像データを読出し、指定された圧縮率で圧縮し、再びメモリ３０の空き
領域に記録する。ステップＳ７００３において、メモリ３０に記録された圧縮画像データ
を記録媒体２００に記録する。ステップＳ７００３での記録の際に、図示しないＬＥＤや
画像表示部２８を利用して記録中である旨を表示しても問題ない。
【００９８】
　次に、ステップＳ７００４においてメモリ３０に記録されている撮影した画像データを
画像変換処理回路３３を利用して任意の指定された画像変換を行い、変換した画像データ
をメモリ３０の空き領域に記録する。ステップＳ７００５において、メモリ３０に保存さ
れている変換処理済画像データを任意の指定された圧縮率で圧縮し、メモリ３０の空き領
域に記録する。
【００９９】
　ステップＳ７００６において、メモリ３０に保存されている圧縮された画像データに代
表画像データである旨の代表画像タグを付加し、メモリ３０に記録された圧縮画像データ
を記録媒体２００に記録する（ステップＳ７００７）。ステップＳ７００６での記録の際
に、図示しないＬＥＤや画像表示部２８を利用して記録中である旨を表示しても問題ない
。
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【０１００】
　図８は、図４における代表画像データ選択処理ステップＳ４１０３、ステップＳ４００
９の詳細を示した図である。システム制御回路５０は、ステップＳ８００１においてメモ
リ３０の空き領域に、記録媒体２００に保存されている画像データを読み出し、ステップ
Ｓ８１０２において読み出した画像データにモードの情報である代表画像タグが付けられ
ているか判定する。読み出した画像データに代表画像タグがつけられていると判定した場
合は、処理を終了する。読み出した画像データに代表画像タグがつけられていない場合は
ステップＳ８１０１に戻る。
【０１０１】
　本発明の実施形態２に係る画像処理装置によれば、関連する一連の関連画像データから
好ましい代表画像データを選択し、さらに色々なモードで関連する一連の関連画像データ
を再生することが可能となる。
【０１０２】
　また、本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラム
コードを記録した記憶媒体を、システムあるいは装置に供給しても達成可能である。すな
わち、そのシステムあるいは装置のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に
格納されたプログラムコードを読出し実行することによっても、達成されることは言うま
でもない。この場合、記憶媒体から読出されたプログラムコード自体が前述した実施形態
の機能を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成
することになる。
【０１０３】
　プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フレキシブルディスク
、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ
、不揮発性の半導体メモリカード、ＲＯＭなどを用いることができる。また、コンピュー
タが読出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施形態の機能が実現さ
れる場合もある。
【０１０４】
　しかし、さらにそのプログラムコードの指示に基づき、コンピュータ上で稼働している
ＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部または全部を行い、その処理
によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０１０５】
　さらに、記憶媒体から読出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込まれる場
合もあり得る。その後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機
能拡張ユニットに備わるＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によ
って前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【０１０６】
【図１】本発明の実施形態１における画像処理装置であるデジタルカメラのブロック図で
ある。
【図２】本発明の実施形態１および実施形態２における画像処理装置であるデジタルカメ
ラの主ルーチンのフローチャートを示す。
【図３】実施形態１における画像記録処理の動作を説明するフローチャートである。
【図４】実施形態１および２における画像再生処理の動作を説明するフローチャートであ
る。
【図５】実施形態１および２における画像表示処理の動作を説明するフローチャートであ
る。
【図６】実施形態１における代表画像選択処理の動作を説明するフローチャートである。
【図７】実施形態２における画像記録処理の動作を説明するフローチャートである。
【図８】実施形態２における代表画像選択処理の動作を説明するフローチャートである。
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【符号の説明】
【０１０７】
１４　撮像素子
２２　メモリ制御回路
２４　画像表示メモリ
２８　画像表示部
３０　メモリ
３２　圧縮伸長回路
３３　画像変換回路
５０　システム制御回路
６０　モードダイアル
６８　単写／連写スイッチ
７０　操作部
２００　記録媒体
２０２　記録再生部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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